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三木市立自由が丘東小学校

1 学校教育目標

２　本年度の重点目標

３　自己評価結果（達成状況）【　Ａ：達成している　　Ｂ：概ね達成している　　Ｃ：あまり達成していない　　Ｄ：達成していない　】

評価の観点 評価

学習の展開場面の導入で、考える必然性や意欲が感じられるような課題を設定する
ことを、学校全体として取り組んだ。また、個別最適な学びと協働的な学びを行き来
するような場面を設定し、共に学ぶことで多様な考えに触れたり、考えを修正したり
することができた。

○ 「考えたい」「伝えたい」を十分に引き出すことができていないことも事実なの
で、その必要性や意義が感じられる学習課題を検討する。また、自分の考えを
表現することを楽しむ児童を育てるための単元のゴール、場の設定や日々の指
導を行う。

学習目標については、教員間で共通理解できるように研究推進委員会で具体的な方
策について取り上げたり、月ごとに児童向けの啓発を行ったりした。ぐんぐんタイム
では、学習内容の理解度に応じた内容を取り上げ、着実に定着を図ることができる
ように取り組んだ。

○ 学習目標について、児童とともにふり返る活動を取り入れ、目標をより意識し
て学習できるようにする。ぐんぐんタイムでは基礎的な課題とともに、読解力や
活用力の育成に向けた課題にも取り組み、得た知識を関係づける力を育む。

教師の自己研鑽により、授業の中でのICTの効果的な活用の幅が広がった。協働的
な学習の場面での活用や、自己表現のツールとして、児童が楽しんで活動する姿も
見られた。また、AIドリルはレベルや進度を自分で選択することで、個に応じた学び
を進めることができた。

○ 引き続き、個の学びと協働的な学びの効果的な場面設定を研究するとともに、
自分の考えをよりよく修正する習慣をつける取り組みをする。ICTは視覚的・
体験的な学習のツールとして、より児童が意欲的に学習に取り組む可能性を秘
めているため、教師自身もICTの活用を楽しみ、効果的な活用方法を模索す
る。

朝の読書の時間の確保や学年文庫を充実させることにより、児童が多様なジャンルの本に
触れることができた。単元の中に、読書活動を設定することで、読書の促進を図るとともに
「読みもの図書」「調べもの図書」のよさを感じさせることもできた。

○ 読書を通して、児童の知的好奇心を刺激し、豊かな語彙力や表現力につなげた
い。学年に応じた読み聞かせや、教師のおすすめの本紹介、単元への効果的な
位置づけなどに積極的に取り組む。

児童集会後に、１・６年生、２・４年生、３・５年生のペア学年活動を実施し、計画・実行・
評価・改善と自分たちの力で試行錯誤しながら、異学年交流を実施した。成功体験は
もちろん、失敗から学ぶことも多く、児童の己肯定感を高めることができた。

○ ペア学年活動を継続・充実させ、一人ひとりが活躍する場面を増やすことで、人
の役に立つ喜びや自己有用感を感じさせる活動を引き続き行う。

各クラスから挙げられた学校での困りごとなどについて、児童会を中心として解決
するための話し合いを実施した。また、各委員会と協力してイベントの企画や児童集
会での啓発、ポスターや掲示物の充実など自主的な取り組みを行った。

○ 今年度の活動を踏まえて年間計画を見直し、見通しを持って活動できるように
する。児童会各委員会の自主的な活動・活性化を図るための肯定的な声かけや
活動を継続する。また、複数の委員会が連携した活動をさせるなど、多様な視
点から学校生活の充実を図る。

環境体験や金物体験、物作り体験では、講師を招聘し本物に触れる活動を行った。また、校
外学習や修学旅行、自然学校では、ボランティアやガイドを依頼し、様々な説明や経験を聞
くことで、貴重な学習を行った。さらに、自然学校と修学旅行の報告会を実施することで学
びを整理し、自分事として学習したことを深めることができた。

○ 今年度に引き続き、外部の人材を活用しながら、子どもたちの実態にあった体
験活動を実施していく。また、体験したことを発信していく活動を充実させるこ
とで、体験したことを学びとして価値づけ、自己有用感を高められるようにす
る。

年度当初に立てた指導計画を基に、計画的に学習に取り組んだ。道徳ノートを活用す
ることで、道徳的価値を自分との関わりで考えられるように工夫した。

○ さらなる研究と昨今の課題を反映した心に響く授業づくりを行い、授業力を高
める。

仲間づくりは、学級経営に寄与するところも大きい。年度当初に計画を立て、思いや
りのある学級づくりに努めた。人権月間には、心温まる活動の一貫として、嬉しかっ
たエピソードの掲示を行い、学校全体で思いやりの心の大切さを共有した。

○ 児童の困り感や問題を解決するため、日頃から児童に寄り添い、多くの目で見
守り、丁寧な指導を心がけ、児童と向き合う時間を確保する。

職員研修等で、子どもの人権を守るための意識の在り方を再確認し、指導に生かす
よう努めた。また人権月間では、親子人権学習や低・中・高学年ごとに講演会を実施
し、地域や家庭にも人権意識向上の啓発を行った。

○ 全ての教育活動の根幹に、人権を大切にする視点を据える。教師自身が人権意
識の高い職員集団となり、差別は絶対に許さないというメッセージを、児童に
伝え続け、見守っていく。

家庭・関係機関・教師間の連携をもとに、児童の課題を明らかにし、手だての検討や
実践に努めた。必要に応じてケース会議を設け、家庭と関係機関（教育相談・通級指
導等）をつなぐ働きかけを行い、すべての子どもの学びの保障に努めた。

○ 家庭・関係機関との連携、教師間の連携をもとにしたインクルーシブ教育システ
ムの構築を継続して行う。必要に応じて、ケース会議を開き、児童の実態に応じ
た支援方法と環境づくりの検討を継続して行う。

特別支援教育校内委員会を定期的に開催し、個別の指導計画を基にした児童の手立
てについて共通理解してきた。さらに、児童の実態に合わせて必要な支援が得られ
るよう、組織での対応を図っている。

○ 特別支援教育校内委員会の活性化を図り、児童理解と支援について共通理解
を深める。委員会を核として、ケース会議ともリンクして、組織として支援の充
実を図る。

毎月の生活目標に「あいさつ」の文言を取り入れ、教職員が進んで挨拶を行うととも
に、児童会が「あいさつ運動」を行うなど、児童が気持ちの良いあいさつができるよ
うに努めた。

○ 「あいさつ」の励行については、教師が率先垂範するとともに児童からの啓発
活動が起きるような活動の工夫を続ける。下校時に安全に帰ることを意識でき
るように教職員間で共通理解し、指導を続けていく。

チーム担任制や教科担任制で複数の教師で多面的に児童を見守る体制をとった。児
童の様子を定例の委員会でも確認し、教職員間の共通理解を図るともに、気になる
様子や問題行動があれば、教師間で連絡を密に行い、ケース会議を実施し、家庭と学
校、学校内、又、関係機関との密な連携を図ることで、児童を支援した。

○ いじめ・不登校をなくすため、未然防止、早期発見、早期対応ができるよう、複
数の教師で多面的に児童を見守り、連絡を密にする。「すぐに、だれが、どのよ
うに」対応するかを確認し、チーム学校として、いじめ不登校が起きない風土づ
くりを継続して行うとともに、関係機関との密な連携を図る。

学期ごとに心のアンケートを行い、気になる内容について、聞き取り対応した。心の
健康観察を行ったり、スクールカウンセラーと情報共有を行ったりするだけでなく、
教員間でも、児童の内面を共通理解する場を設けた。

○ 児童の多面的な内面理解のため、教職員間で連絡を共有するとともに、スクー
ルカウンセラーや関係機関と連携しながら、児童に寄りそった指導に努める。

保健室来室時に日頃の生活習慣や学校生活の振り返りをさせ、同じようなケガや病気をお
こさないように個別の保健指導をしている。健康診断や児童の排便チェックなどを基に、生
活習慣についての改善の助言を行う機会を設けた。また、登校しにくい児童の小休止として
保健室で休息した後、教室へ戻るよう支援している。

○ 手洗いや換気、咳エチケットなどの感染症予防対策や、ケガの予防、生活習慣の
改善などについて、引き続き呼びかけていく。救急法の訓練については緊急時
に迅速に対応できるよう今後も工夫して計画実施していく。

毎月、学校施設の安全点検を行うとともに、廊下や教室には避難経路確保の観点か
ら不要な物を置かないように徹底した。

○ 毎月の安全点検を、今後も確実に行う。また、各階のTルームに学年団の備品・
消耗品を整理整頓して収納し、教室や廊下での避難経路の確保やケガの予防
につなげる。

火災時の避難訓練や地震発生時の避難訓練、不審者対応訓練など計画的に実施した。その
際には、アース隊員の講師を招き、防災学習を実施した。また、登校時の声掛けや下校時の
見守りなどを実施し、登校の様子に応じて臨時登校指導を行った。

○ 災害発生に対応するための引き渡し訓練や避難所解説訓練等を検討していく。
登下校時の登校班の並び方や通学路の歩き方など、登校指導や地区児童会で
も指導している。

中学年での教科担任、低学年での一部教科担任を進め、一人一研究授業を実施し、
講師を招いた全体研修をした。また、中学校区の教科ごとの部会で、児童生徒の課
題を話し合い、9年間カリキュラムを作成して共通理解を図ることができた。

○ 今年度の研究の振り返りや9年間カリキュラムを生かし、児童が意欲をもち試
行錯誤を重ねていくような課題設定や学習方法、読解力や書く力の向上を図る
授業づくりについて研究を進めていく。

アレルギーをもつ児童・医療的ケアを要する児童についての共通理解研修、救急法及び水
泳指導シミュレーション研修などを実施した。それらの反省を共有し、担当が改善点をまと
めた。避難訓練や災害時の児童引き渡しについて共通理解を図り、意識を高めた。

○ 児童についての共通理解を図る研修を毎年実施し、シミュレーション研修や災
害対応訓練では具体的な場面設定のもと、様々な状況を想定して実施する。

教科担任が進み、低中高の学年団ごとの打ち合わせをする機会が増え、担当科目の
時数調整だけでなく、児童理解を深めたり授業内容の進め方を助言し合ったりする
など、学年団で一緒に考えて取り組むことができた。

○ 学年団でより情報共有を図り児童理解を深め、学習指導・生活指導について互
いに助言や意見交換をする。また同じ科目の担当での授業づくりの相談など、
他学年団との意見交換を進める。

PTAが中心となり、人権講演会、学年行事や奉仕作業、とんど集会等の行事を企画、
実施して頂いた。活動の事前にボランティアを募ると、多くの保護者に参加して頂
き、活動することができた。区長様、民生児童委員様、青少年補導委員様、垣根隊の
方々と情報共有する場を通じて、児童の様子や地域の課題等話し合うことができ
た。保護者・地域とともに子どもを育てることを意識し取り組んだ。

○ 保護者や地域の皆さまのご理解ご協力に感謝し、「地域の学校」として子どもた
ちを共に育てていく。

「すぐーる」を活用して、学校通信、学年通信、またタイムラインを活用し学校での子ど
もの様子等を、保護者の方に向けて積極的に発信することができた自然学校や修学
旅行の説明会は、動画配信にて行い、保護者の負担軽減に努めた。

○ 来年度も引き続き、すぐーるやタイムラインを大いに活用し、学校と家庭・地域
をつなぐツールとしたい。

町探検、花植え、昔遊びでは地域や老人会の方々などをお迎えできた。また、被爆体
験講話や夢先生のゲストティーチャー等、地域の人材を生かした学習活動を進めるこ
とができた。

○ 保護者・地域の皆さまから愛される学校をめざし、連携を密にしていく。また、
スクールガードやスクールサポーターとしてご来校いただいたり、見守っていた
だける人材を確保していく。

家庭・地域との
連携 A

【評価Ａは適切である】
　老人会との花植えや昔遊びの交流等をコロナ前の活動が戻り、
行ったり、PTAと協力してとんど集会や奉仕作業を行ったり、保護
者や地域の方を迎えての授業を計画して行ったり、地域人材の活
用について積極的に行われていると評価できる。
　令和8年度より自由が丘地区もコミュニティー・スクールを予定し
ており、今後も積極的な交流を大切にして欲しい。

保健・安全
防災教育 B

【評価Aでもよい】
　休み時間での保健室への来室人数の減少、休み時間での避難訓
練実施については、結果から十分に評価できる。また、早寝、早起
き、朝ごはん等の基本的な生活習慣に関するアンケート結果は昨年
度に比べて、下がってはいるが、これは学校のみに課題があるので
はなく、その結果から評価がＢが妥当とは判断できない。今回は総
合的にＡの評価が妥当であると思われる。
　基本的な生活習慣の指導や啓発を継続して取り組まれたい。

教職員の研修と
資質向上 A

【評価Ａは適切である】
　自由が丘中学校区で「めざす１５歳の姿」を作成し、指導内容を共
有したり、小中での交流研修を通じて中学校の教員が小学校の児
童と交流することは、スムーズな中学校への進学の観点から、大変
意義があると思われる。また、教科担任制を実施していることは、
児童が中学校に入学した際、環境の変化に拠るとまどいを減少さ
せる手立てになると考える。
　施設は離れていても今後も中学校と小中一貫の視点を持って取
り組んでほしい。

特別支援教育 A

【評価Aは適切である】
児童アンケートの「自分のことをよく分かっているか」の項目では、
教員、友だち、家族も含めての評価となっているため、学校として
の評価は判断しにくい。来年度は改善してはどうか。各学年毎に評
価が異なっているようだが、子どもたちがクラスの中に居場所があ
ると思えるような関わりを情報共有しながら取り組んでいることに
ついては評価できる。

生徒指導 B

【評価Bは適切である】
　今年度チーム担任制を導入することにより、アンケートの結果か
ら多面的な児童理解や問題案件に対してチームで早期に対応しよ
うとする教職員の意識向上の面で効果が表れていることは評価で
きる。
一方、あいさつについては、アンケート結果や実際の子ども達との
関わりからもこれから改善できる余地があると思われる。
　今後、子どもたちが自分からすすんであいさつできるよう学校だ
けでなく家庭でのあいさつについても啓発していけるよう期待す
る。

特別活動 B

【評価Bは適切である】
　学校での様々な行事や活動に関する教職員・保護者・児童のアン
ケート結果が概ね昨年度より上昇しており、達成していると評価し
ても良い。しかしながら、学校からまだ向上できる可能性があり、
来年度は更なる成果が見込めるという意向を受け、大いに期待し
ている。
　今後も、児童がより主体的に活動できるよう、体験活動を精選し
ながら取り組んで欲しい。

道徳・人権教育 A

【評価Aは適切である】
　学校とPTAがうまく連携し、親子人権学習や講演会で講師を招
いて、たくさんの保護者に参加して頂くことができた。また、今年度
は、教師がチームを組み、たくさんの目で子どもたちを見守り、寄り
そうことができたと判断できる。
　今後、児童が減るとともに単学級が増えていくことを見据えて、
より丁寧な指導を心がけて欲しい。

５　評価の観点ごとの学校関係者評価

R6　取組(達成）の状況 R7に向けて　改善の方策 学校自己評価結果及び改善の方策の適切さについての評価

学習指導 B

【評価Bは適切である】
　子どもたちが意欲を持てるような授業づくり、個別最適な学びと
協働的な学びといった学び方の工夫など研修を通じて教員が学習
指導に意欲的に取り組んでいることが分かった。学習に関する児
童のアンケート結果からも、教科担任制の効果が十分反映している
と思われる。また、タブレットの活用が広がったことについては感
心している。また、タブレットのみにこだわらずタブレットでの一人
学びと丁寧な教師による関わりでの学びと児童の実態に応じて指
導し、基礎基本の学力の定着に努めていることは大いに評価でき
る。
　ICTや紙などのアンケートの取り方によっても結果が変わる傾向
があると説明を受けたので、来年度以降工夫して、子ども達の実態
を掴めるように図ってほしい。

学校名

４　自己評価方法の適切さについての学校関係者評価

心豊かに　健やかに　夢に向かって学び続ける子の育成     ～考える子・思いやる子・やりぬく子～
【自己評価方法は適切でもよい】
　評価の観点がたくさんあるのは、とても分かりやすいことではあ
るが、作成することが学校にとって負担になっているのではないか
と心配している。また、自己評価は、教職員自身が評価する性質
上、あえて低く設定してしまっているのではないかと思われる。
　一方、参考となるアンケートについては、教職員・保護者・児童の
項目が統一になるよう改善してほしい。

1　いのちと人権を大切にした保護者や地域から愛される学校づくり                 　　　 　  4　互いの居場所を認め合い、助け合いながら共に伸びようとする仲間づくり
2　自己有用感を育て、夢に向かって自律する子どもの子どもの育成                   　　　　 5　子どもたちの垂範となる職員集団づくり、協働的に取り組む職場づくり
3　基礎的・基本的な力の確立、「わかる」「できる」喜びを友だちと実感できる学びの場づくり


